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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 8,694 124.8 205 ― 179 ― 148 ―

22年3月期第2四半期 3,867 △53.9 △226 ― △239 ― △187 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 30.44 ―

22年3月期第2四半期 △38.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 10,369 1,216 11.7 249.91
22年3月期 8,690 1,085 12.5 223.05

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,216百万円 22年3月期  1,085百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 5.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,500 55.7 280 ― 230 ― 190 ― 39.04



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 5,072,000株 22年3月期  5,072,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  205,597株 22年3月期  205,597株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 4,866,403株 22年3月期2Q 4,866,403株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国・アジアを中心とした新興国の経済が好調に推移してい

ることやエコカー補助金などの政策効果の影響により、企業収益が改善するとともに個人消費も堅調に推移し、引

き続き着実な回復となりましたが、一方、円高の進行や雇用情勢に改善が見られないことや政策効果が途切れるこ

となどにより、先行き不透明感の高まりが懸念され始めました。 

当社グループの主な取引先である半導体業界や半導体製造装置及びＦＰＤ（フラットパネルディスプレイ）製造

装置業界におきましては、高機能携帯電話・薄型テレビなどを中心とする各種電子機器への需要が拡大しているこ

とに加え、中国などの新興市場でのデジタル家電の拡大により、半導体メーカーの設備投資が活発化し、これによ

り半導体製造装置メーカーの受注も旺盛になりました。 

こうした経営環境のもと、当社グループでは、製販一体の総合力の強化により受注獲得の取り組みを行ってまい

りました。  

この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は、取引先の受注回復の影響により86億94百万円（前年同期比

124.8％増）となりました。損益面では、営業利益２億５百万円（前年同期は営業損失２億26百万円）、経常利益

１億79百万円（前年同期は経常損失２億39百万円）となり、また、特別損失30百万円を計上しましたが、四半期純

利益は１億48百万円（前年同期は四半期純損失１億87百万円）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①販売事業  

半導体・ＦＰＤ製造装置等の各種コンポーネンツ（部品）及び同装置の販売事業におきましては、半導体メーカ

ーの投資拡大による半導体製造装置メーカー等の受注増加により、売上高81億32百万円（前年同期比145.2％

増）、営業利益１億46百万円（前年同期は営業損失２億８百万円）となりました。  

②受託製造事業  

半導体・ＦＰＤ製造装置等の組立及び保守メンテナンス等の受託製造事業におきましては、取引先からの受注増

加等により、売上高11億70百万円（前年同期比60.3％増）、営業利益42百万円（前年同期は営業損失35百万円）と

なりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当社グループの当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ16億79百万円増加し、103億

69百万円となりました。この主な要因は、現金及び預金が５億74百万円、売上高増加に伴う受取手形及び売掛金が

10億６百万円及び商品及び製品が２億６百万円等流動資産が17億１百万円増加したことによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ15億48百万円増加し、91億53百万円となりました。この主な要因は、仕入高増

加に伴う支払手形及び買掛金が11億22百万円及び社債及び長期借入金（１年内を含む）の純増加額３億43百万円等

が増加したことによるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ１億30百万円増加し、12億16百万円となりました。この主な要因は、利益剰

余金が当四半期純利益により１億33百万円増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ12.5％から11.7％となりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況）  

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ５億59百万円増加（前年同期は６百万円の増加）し、23億29百万円となりました。 

当第２四半期累計期間のおける各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動の結果得られた資金は２億74百万円（前年同期は２億11百万円の使用）となりました。これは主に仕入

債務の増加額11億22百万円及び税金等調整前四半期純利益１億51百万円等の増加要因があった一方、売上債権の増

加額９億94百万円及びたな卸資産の増加額２億18百万円等の減少要因によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

投資活動の結果使用した資金は42百万円（前年同期は１億47百万円の使用）となりました。これは主として定期

預金の預入による支出及びその他（保証金の差入）によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

財務活動の結果得られた資金は３億27百万円（前年同期は３億66百万円の増加）となりました。これは主に社債

の発行による収入３億円及び長期借入れによる収入６億円の増加要因があった一方、社債の償還による支出40百万

円及び長期借入金の返済による支出５億16百万円の減少要因によるものです。   

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期の通期業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の実績ならびに第３四半期以降にお

ける各事業の見通しを踏まえ、平成22年５月14日に公表しました通期業績予想を修正しております。 

なお、詳細につきましては、本日（平成22年11月11日）公表いたしました「平成23年３月期第２四半期累計期間

業績予想値と決算値との差異及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  

平成23年３月期通期 連結業績予想（平成22４月１日～平成23年３月31日）   

なお、上記に加え、個別業績予想につきましても変更をお知らせしております。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。   

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度決算

において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。  

② 固定資産の減価償却の算定方法  

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。  

③ 税金費用の計算  

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更  

資産除去債務に関する会計基準の適用  

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

これによる営業利益及び経常利益に与える影響は軽微でありますが、税金等調整前四半期純利益は6,727千円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は10,935千円であります。  

    

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 

（平成22年５月14日）  
 14,600  220  150  140  28  77

今回修正予想（Ｂ）  16,500  280  230  190  39  04

増減額（Ｂ－Ａ）  1,900  60  80  50 －   

増減率（％）  13.0  27.3  53.3  35.7 －   

（ご参考）前期実績 

（平成22年３月期）  
 10,596  △134  △162  △113  △23  39

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,771,776 2,197,324

受取手形及び売掛金 4,472,352 3,466,024

商品及び製品 756,346 549,949

仕掛品 42,698 35,735

原材料及び貯蔵品 44,067 39,342

その他 40,195 136,371

貸倒引当金 △6,781 △5,733

流動資産合計 8,120,656 6,419,014

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,111,124 1,111,124

その他（純額） ※  383,012 ※  384,330

有形固定資産合計 1,494,137 1,495,454

無形固定資産 15,488 17,169

投資その他の資産   

その他 740,001 770,880

貸倒引当金 △531 △12,348

投資その他の資産合計 739,469 758,531

固定資産合計 2,249,095 2,271,156

資産合計 10,369,752 8,690,170

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,234,907 4,112,861

1年内返済予定の長期借入金 972,703 945,742

未払法人税等 6,361 9,313

賞与引当金 76,318 50,000

事業再編損失引当金 627 1,064

その他 251,927 151,771

流動負債合計 6,542,845 5,270,753

固定負債   

社債 198,000 －

長期借入金 1,800,770 1,744,117

退職給付引当金 488,689 469,102

長期未払金 96,443 96,443

資産除去債務 11,011 －

その他 15,809 24,296

固定負債合計 2,610,724 2,333,959

負債合計 9,153,569 7,604,713



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 389,928 389,928

資本剰余金 322,078 322,078

利益剰余金 511,714 378,158

自己株式 △28,254 △28,254

株主資本合計 1,195,466 1,061,910

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 20,716 23,546

評価・換算差額等合計 20,716 23,546

純資産合計 1,216,183 1,085,457

負債純資産合計 10,369,752 8,690,170



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 3,867,279 8,694,249

売上原価 3,523,353 7,808,832

売上総利益 343,926 885,417

販売費及び一般管理費 ※  569,953 ※  679,424

営業利益又は営業損失（△） △226,026 205,992

営業外収益   

受取利息 2,414 2,048

受取配当金 1,692 1,512

受取賃貸料 － 4,780

仕入割引 1,390 3,378

助成金収入 9,242 359

その他 10,981 2,958

営業外収益合計 25,722 15,038

営業外費用   

支払利息 36,350 35,455

その他 2,682 6,009

営業外費用合計 39,032 41,464

経常利益又は経常損失（△） △239,337 179,566

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,450 2,139

役員退職慰労未払金戻入益 53,362 －

その他 1,186 234

特別利益合計 56,998 2,374

特別損失   

減損損失 509 －

投資有価証券評価損 － 24,101

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,236

その他 － 28

特別損失合計 509 30,365

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△182,847 151,574

法人税等 4,391 3,419

少数株主損益調整前四半期純利益 － 148,154

四半期純利益又は四半期純損失（△） △187,239 148,154



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△182,847 151,574

減価償却費 26,511 23,848

減損損失 509 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 137 △10,770

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,664 26,318

退職給付引当金の増減額（△は減少） △108 19,587

事業再編損失引当金の増減額（△は減少） △11,808 △292

受取利息及び受取配当金 △4,107 △3,560

支払利息 36,350 35,455

投資有価証券評価損益（△は益） － 24,101

役員退職慰労未払金戻入益 △53,362 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,236

売上債権の増減額（△は増加） 336,705 △994,229

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,438 △218,084

仕入債務の増減額（△は減少） △177,976 1,122,045

その他 △238,597 131,159

小計 △262,820 313,388

利息及び配当金の受取額 4,325 3,635

利息の支払額 △37,083 △35,355

法人税等の支払額 △2,499 △7,056

法人税等の還付額 86,930 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △211,147 274,611

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △89,453 △24,023

担保預金の預入による支出 △51,941 －

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,557 △6,805

投資有価証券の取得による支出 △1,586 △1,306

投資有価証券の売却による収入 174 3,000

その他 △3,576 △13,381

投資活動によるキャッシュ・フロー △147,940 △42,516

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △30,000 －

長期借入れによる収入 1,360,000 600,000

長期借入金の返済による支出 △922,556 △516,385

社債の発行による収入 － 300,000

社債の償還による支出 △40,000 △40,000

リース債務の返済による支出 △1,410 △1,707

配当金の支払額 － △14,599

財務活動によるキャッシュ・フロー 366,033 327,307

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,938 559,394

現金及び現金同等物の期首残高 1,681,078 1,770,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,688,016 ※  2,329,445



該当事項はありません。   

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するため、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社グループは、当社（内外テック株式会社）及び連結子会社１社（内外エレクトロニクス株式会社）によ

り構成され、半導体メーカー、半導体製造装置メーカー、ＦＰＤ製造装置メーカー、太陽電池製造装置メーカ

ー及び電子機器メーカーを主要顧客として、販売、製造別のセグメントから構成されており、「販売事業」及

び「受託製造事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「販売事業」は、半導体製造装置、ＦＰＤ製造装置等に使用される各種コンポーネンツ及び同装置を国内メ

ーカーから仕入れ、主に国内ユーザーに販売しております。「受託製造事業」は、半導体関連及びＦＰＤ製造

装置メーカー等に対し、装置組立・受託加工・工程管理・情報機器組立・保守メンテナンス等の受託製造事業

を行っております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
販売事業
（千円） 

受託製造事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  3,313,608  553,670  3,867,279  －  3,867,279

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 2,723  176,785  179,509 (179,509)  －

計  3,316,331  730,456  4,046,788 (179,509)  3,867,279

営業利益又は営業損失（△）  △208,153  △35,493  △243,646  17,620  △226,026



２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

（注）１．セグメント利益の調整額17,100千円は、各セグメントが負担する営業費用及び営業外収益の消去差異で

あります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。   

  

  （単位：千円）

   

報告セグメント

 調整額 
（注）１  

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２  販売事業 受託製造事業 合計

売上高        

外部顧客への売上高  8,117,379  576,869  8,694,249  －  8,694,249

セグメント間の内部売上高又
は振替高  14,803  593,831  608,635  △608,635  －

計  8,132,183  1,170,700  9,302,884  △608,635  8,694,249

セグメント利益 146,184 42,707 188,891  17,100  205,992

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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